
  

 

 

ニュースリリース 

                           平 成 2 3 年 ９ 月 １ 日 

株式会社日本政策金融公庫 

                           農 林 水 産 事 業 

食品産業の商品志向、「安全」が大幅に増加 

「低価格」「地元産」「国産」が減少、「味」「簡便」は増加 

―日本公庫平成２３年上半期食品産業動向調査で判明― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本政策金融公庫（日本公庫）農林水産事業が実施した平成２３年上半期食品産

業動向調査（調査対象先６,６５９社、回答２,６６６社、回答率４０．０％）によ

ると、食品産業（製造業、卸売業、小売業、飲食店）の商品志向は「安全」が大幅

に増大する結果となりました。「味」「簡便」といった商品志向も増加していて、付

加価値型の商品を重視する志向もうかがえます。 

一方で、これまで大きなウエイトを占めてきた「低価格」は今回の調査では大幅

な減少となり、また「地元産」「国産」も減少する結果となりました。 

同じ時期に実施された消費者動向調査結果でみられるように、東京電力福島第一

原子力発電所の事故による消費者の安全志向の高まりが、食品産業の商品志向にも

大きく反映していると思われ、「低価格」より「安全」重視の志向が鮮明となって

います。 

他方で、食品の「安全」を確保した上で、商品戦略において“低価格から付加価

値に”方向転換するため「味」「簡便」などの商品志向を増加させていく食品産業

の方向性もうかがえます。 

 

＜調査結果詳細＞ 

① 今回の食品産業動向調査で現在の主力商品の志向として「安全」と答えた企業の

割合（２つまで選択回答）が、前回（平成２２年下半期）調査の４５．９％から５２．

１％と６．２ポイント増加しました。 

また、「味」が２８．３％から３２．３％に、「簡便」が１２．２％から１２．

９％に、それぞれ増加しました。 

さらに、今後に伸びる商品の志向としても「安全」が前回４４．８％から今回５６．

１％と１１．３ポイント増加する結果となっています。 

 

② 一方で、「低価格」と答えた企業の割合が、前回調査の３９．３％から３４．

０％と５．３ポイント減少しました。また、「地元産」も２７．２％から２４．５％

に、「国産」が２０．１％から１９．３％と同じく減少しました。 

 



 

 

③ 同時期に実施した消費者動向調査（平成２３年９月１日発表）で「経済性」志向

が減少となり、「安全」志向が大きく増加し重視するとの消費者の動きを反映した結

果と思われます。 

 

④ 消費者に“節約疲れ”が出てきたことを受け、「低価格」競争が続いていた食品

産業に、「味」「簡便」などを重視する“価格から質への方向転換”が強まってきて

いた中で、東京電力福島第一原子力発電所の事故による農畜水産物の放射性物質の検

出が消費者志向の動向とともに、食品産業の商品志向にも大きな影響を及ぼしている

ことが推測されます。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査時点   平成２３年７月１日 

調査方法   郵送により調査票を配布し、郵送またはファックスにより回収 

調査対象    全国の食品関連企業（製造業、卸売業、小売業、飲食店） ６，６５９社 

（なお、今回の調査では食品関係企業７,０８３社のうち東日本大震災の被

害を大きく受けた青森県で３２社、岩手県で４３社、宮城県で２１２社、

福島県で４０社、茨城県で６６社、千葉県で３１社の計４２４社を調査対

象先から除きました。） 

有効回答数  全体で２，６６６社（回答率４０．０％）  

平成２３年上半期食品産業動向調査 

 

 

 
 

 

 



食品産業の製品（商品）志向について

「安全」志向が大幅に増加、「味」「簡便」などの質的価値も重視

○　食品産業の製品（商品）志向は、「安全」が大幅に増加し、現在の主力商品の志向は前回調査の
４５．９％から６．２ポイント増加して５２．１％となった。
○　また、「味」が２８．３％から３２．３％に、「簡便」が１２．２％から１２．９％に、それぞれ増加して質
的な付加価値型の商品を重視する志向もうかがえます。
○　一方で、これまで大きなウエイトを占めてきた「低価格」は今回の調査では５．３ポイントと大幅に
減少し、３４．０％となり、また「地元産」「国産」も減少する結果となりました。
○　今後についても、「安全」が前回調査よりも大きく１１．３ポイント伸びて５６．１％と現在の主力商品
の水準よりも高くなると見込んでいる。
○　こうした食品産業の商品志向は、同時期に実施した消費者動向調査（平成２３月９月１日発表）で
「経済性」志向が減少となり、「安全」志向が大きく増加して重視するとの動きを反映したと思われる。

現在の主力製品（商品）の志向の推移
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今後に伸びる製品（商品）の志向の推移
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